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Pa-1 和歌山県果樹試験場ほ場におけるニホンザルの出没状況
○法眼利幸・山本浩之・井沼 崇・貴志 学・井口 豊・森口幸宣（和歌山県農技セ果試）

Pa-2 ニホンザル（Macaca fuscata）への学習放獣実施の効果測定
-アルファメスへの実施の場合-
○佐伯真美・清野紘典・岡野美佐夫・白井 啓・川村 輝（㈱野生動物保護管理事務所）

Pa-3 サルに利用されやすい集落の環境要因について～集落内圃場数と出没頻度との関係～
○鈴木克哉1, 2・山端直人3・室山泰之1, 2

（1兵庫県立大, 2兵庫県森林動物研究センター, 3三重県農業研究所）

Pa-4 ＊ 集落ごとの追い払い頻度の違いでサルの警戒度は変化するか？
○山田 彩（近畿中国四国農業研究センター）

Pa-5 ニホンザル（Macaca fuscata）の群れ生息分布推定法の開発
○清野紘典・岡野美佐夫・岸本真弓（㈱野生動物保護管理事務所）

Pa-6 動物専用周波数帯を利用したニホンザルのリアルタイムモニタリングシステム
増間拓也1・○山本麻希1・酒井龍市2・藤井芳輔2・臼井秀行2・竹田謙一3・羽山伸一4

（1長岡技大・生物, 2（株）イートラスト, 3信州大・農, 4日獣大・獣医）

Pa-7 高知県中土佐町におけるニホンザル保護管理の現状と課題
○葦田恵美子・金城芳典（NPO法人 四国自然史科学研究センター）

Pa-8 ＊ 農地によって変化したニホンザル群の群落選択
○海老原寛1・高槻成紀2（1麻布大院・獣, 2麻布大・獣）

Pa-9 ＊ ニホンザルの農地選択に対する空間スケールの依存性
○望月翔太1,2・村上拓彦1（1新潟大・院・自然科学, 2日本学術振興会特別研究員DC2）

Pa-10 ＊ 金華山島における野生オスニホンザルの空間分布と親和的関係
○川添達朗（京都大・理学研究科）

Pa-11 ＊ ニホンザル雄の集団からの一時孤立行動
○大谷洋介・澤田晶子・半谷吾郎（京都大 霊長類研究所）

Pa-12 ニホンザルは群れのまとまりを保つために、どのような動きをしているか
○杉浦秀樹1・下岡ゆき子2・辻 大和3

（1京都大・野生動物研究セ, 2帝京科学大・自然環境, 3京都大・霊長研）

Pa-13 ＊ サルの混群形成　‒異なる種どうしがどのように一緒にいるのか？-
○郷 もえ・橋本千絵（京都大学霊長類研究所）

Pa-14 ＊ 安定性の異なる集団で比較するウマの移動の意思決定要因
○坪山佳織1・秋田 優2・長谷川眞理子1・沓掛展之1,3

（1総研大・葉山, 2串間市役所, 3JSTさきがけ）
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Pa-15 富士山北麓におけるニホンジカの行動パターン
○奥村忠誠1・姜 兆文1・小俣 謙2・本多響子1・山田雄作1・岡野美佐夫1・佐伯真美1・吉田淳久1・

　吉田 洋3・北原正彦3・高槻成紀4（1野生動物保護管理事務所, 2山梨県みどり自然課,

　3山梨環境科学研究所,4麻布大）

Pa-16 奥多摩地域に生息するニホンジカ（Cervus nippon）のGPSテレメトリーによる行動追跡
○金子賢太郎1・後藤和郎1・菅原 泉2（1株式会社緑生研究所, 2東京農業大学）

Pa-17 徳島県剣山山頂付近におけるニホンジカの冬季行動特性
○森 一生1・武知宏弥2・鎌田磨人3（1徳島県西部総合県民局, 2徳島市在住, 3徳島大学工学部）

Pa-18 伊豆半島におけるGPS首輪を用いたメスジカの行動特性の解明
○大場孝裕・大橋正孝・大竹正剛・山田晋也（静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター）

Pa-19 ＊ 長野県霧ヶ峰におけるニホンジカの季節移動様式
○瀧井暁子1・泉山茂之2・望月敬史3（1信大・総合工学系, 2信大・農, 3(有)あかつき動物研究所）

Pa-20 ニホンジカ分布拡大地域におけるシカの季節移動と植生衰退の関係
○斉田栄里奈1・藤木大介1,2・岸本康誉1,2・横山真弓1,2・森光由樹1,2

（1兵庫県森林動物研究センター, 2兵庫県立大学）

Pa-21 ＊ 餌資源分布がニホンジカ（Cervus nippon）の行動に与える影響
○横山典子・濱崎伸一郎・山元得江・岸本真弓・清野紘典（(株)野生動物保護管理事務所）

Pa-22 ＊ ニホンジカの雄の発情コストと生涯繁殖戦略
○南 正人1・大西信正2・樋口尚子3・岡田あゆみ4・高槻成紀1

（1麻布大学, 2南アルプス生態邑, 3NPO法人あーすわーむ, 4北里大学）

Pa-23 餌資源制限下の宮島におけるニホンジカ雌の繁殖生態
○井原 庸1・細井栄嗣2・松本明子1・油野木公盛3・原 竜也1

（1広島県環境保健協会, 2山口大学農学部,3神石高原農業公社）

Pa-24 エゾシカ高質個体群におけるメスの繁殖特性―胎子成長と受胎時期の検討―
○松浦友紀子1・伊吾田順平2・伊吾田宏正３

（1森林総研北海道, 2NPO西興部村猟区管理協会, 3酪農学園大学）

Pa-25 宮島におけるニホンジカの食物の質と栄養状態
○野口裕美子1・細井栄嗣1・井原 庸2・松本明子2・田戸裕之3・油野木公盛4

（1山口大学 農, 2広島県環境保健協会, 3山口県農林総合技術センター, 4神石高原農業公社）

Pa-26 ＊ 高密度化と積雪が冬季のニホンジカの食物構成に与える影響-日光でのモニタリングから-
○瀬戸隆之1・松田奈帆子2・梶 光一1（1農工大農学府, 2栃木県）

Pa-27 ＊ モンゴル・フスタイ国立公園のタヒ（Equus ferus przewalskii）と
アカシカ（Cervus elaphus）の資源利用比較
○大津綾乃・高槻成紀（麻布大学野生動物学研究室）
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Pa-28 ＊ モンゴルにおける家畜の増加と森林の減少がアカシカの生息・分布に与える影響
○幸田良介1・Amartuvshin Sumiya 2・藤田 昇3

（1京大・生態研, 2モンゴル科学アカデミー地生態学研究所, 3地球研）

Pa-29 ＊ 飼育下マレーバクの食物通過速度実験～種子散布者としての可能性～
○山本詩織・高槻成紀（麻布大学　野生動物学研究室）

Pa-30 ＊ 千葉県房総半島におけるキョン（Muntiacus reevesi）の採食型の位置づけ
○杉浦義文・高槻成紀（麻布大学野生動物学研究室 ）

Pa-31 ＊ 栃木県産ニホンカモシカおよびニホンジカを用いたメゾウェア解析
○山田英佑・仲谷英夫（鹿児島大学大学院･理工学研究科）

Pa-32 ＊ 進化的に重要な単位(ESU)に基づいてニホンジカ個体群を区分する
○寺田千里1・齊藤 隆1,2（1北大・環境科学院, 2北大・フィールド科学センター）

Pa-33 ＊ グラントガゼルの遺伝的ならびに形態学的変異に関する一考察
○栗原 望1・加藤恵理2・長岡浩子1・川田伸一郎1（1科博・動物, 2東大・総合文化）

Pa-34 ＊ 剥製標本を用いたシカ科（Ｃｅｒｖｉｄａｅ）における毛の微細構造
○真柄真実・川田伸一郎（国立科学博物館）

Pa-35 ＊ 牡鹿半島において近年急増したニホンジカ（Cervus nippon）集団の動態
○瀧口晴嵩1・田中和明2・小野香菜2・星明日香2・高槻成紀1

（1麻布大学野生動物学研究室, 2麻布大学動物工学研究室）

Pa-36 ＊ Molecular Phylogeography and Genetic Structure of Siberian roe deer in
Northern Eurasia
○Yun-Sun Lee1・Mi-Sook Min1・Young-Jun Kim1・ Inna Voloshina2・Alexander Myslenkov2・

Jang Geun Oh3・Nickolay Markov4・Alexander Argunov5・Hang Lee1 and Kyung-Seok Kim1

（1College of Veterinary Medicine, Seoul National University, 2Lazovsky State Nature

Reserve, 3Mt. Halla Research Division, Dept. of Halla Eco-Environmental Research,
4Institute of Plant and Animal Ecology Urals Branch of Russian Academy of Sciences,
5Institute for Biological Problems of Cryolithozone）

Pa-37 ＊ 人工芝を用いた飼育ニホンジカの誘引
○檀上理沙1・竹田謙一2（1信州大院農, 2信州大農）

Pa-38 ＊ 時間を制限した給餌によるシカの出現時間帯コントロールの試み
○亀井利活1・安藤正規1・淺野 玄1・近藤誠司2・秦 寛2・内山 知3・石坂祐子4・鈴木正嗣1

（1岐阜大学応用生物科学部, 2北海道大学北方生物圏フィールド科学センター,

　3北海道大学農学研究院, 4北海道大学環境科学院）
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Pa-39 ガス分子モデルカメラトラップ法によるニホンジカ生息密度調査技術の確立
○姜 兆文1・山根正伸2・今野建志郎3・山田雄作1

（1野生動物保護管理事務所, 2神奈川県自然環境保全センター, 3横浜国立大）

Pa-40 ＊ エゾシカ個体群におけるカメラトラップ法を利用した密度推定
○池田敬1・梶 光一1・高橋裕史2・吉田剛司3・伊吾田宏正3

（1東京農工大学, 2森林総合研究所, 3酪農学園大学）

Pa-41 ＊ 八ヶ岳亜高山帯におけるニホンジカの剥皮被害と土地利用頻度との関係
○田尻研介1・竹田謙一2（1信大院農, 2信大農）

Pa-42 森林に設置するシカ等の侵入防止柵について
○高柳 敦（京大院農）

Pa-43 造林樹種を基準としたニホンジカの剥皮嗜好性
○岡田充弘・小山泰弘（長野県林総セ）

Pa-44 エゾシカ狩猟における捕獲効率の銃種比較̶ライフルv.s.ショットガン
○伊吾田宏正1・伊吾田順平2・松浦友紀子３

（1酪農学園大学, 2西興部村猟区管理協会, 3森林総研北海道）

Pa-45 くくりわなによるエゾシカの捕獲事例
○南野一博1・渋田喜徳2（1北海道林試・道南, 2北の国ファーム）

Pa-46 ＊ エゾシカのロードキル件数の季節変化に関与する要因
○野呂美紗子・鹿野たか嶺・原 文宏（社団法人北海道開発技術センター）

Pa-47 ＊ エゾシカと車両の衝突問題に関する新聞報道の内容分析
○鹿野たか嶺・野呂美紗子・原 文宏（社団法人 北海道開発技術センター）

Pa-48 小学校における環境教育へのケラマジカの活用について
○遠藤 晃（南九州大学・人間発達学部）

Pa-49 ＊ 安定同位体分析に基づく富山県産イノシシの食物利用の研究
○安田 暁・横畑泰志・張 勁（富山大院・理工）

Pa-50 和歌山県のカンキツ園周辺におけるイノシシのエサ利用状況
○山本浩之・法眼利幸・井沼 崇・貴志 学・井口 豊・森口幸宣（和歌山農技セ果試）

Pa-51 イノシシの採食被害を受けにくい寒地型牧草種の探索
○上田弘則・江口祐輔・井上雅央（近畿中国四国農業研究センター）

Pa-52 ＊ 広島県世羅郡世羅町の中山間地におけるセンサーカメラを用いたイノシシの行動調査
○城後由里1・木場有紀2・谷田 創1

（1広島大学大学院生物圏科学研究科, 2帝京科学大学こども学部）
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Pa-53 ＊ カメラトラップ法で確認された奄美大島におけるリュウキュウイノシシ（Sus scrofa
riukiuanus)の出没時間傾向
○布施綾子1・塩野崎和美1・山田文雄2・小方 登1（1京大院地球環境, 2森林総研）

Pa-54 高山帯（乗鞍岳）におけるイノシシの出現と高山植物への被害状況
○市川哲生1・元島清人2・関岡裕明1・元木達也1・奥川博也1・植松永至1・藤田淳一1

（1（株）環境アセスメントセンター, 2林野庁中部森林管理局）

Pa-55 野生動物が農地への侵入経路として利用する林縁部周辺の環境特性
○市川哲生・水上貴博・濵口あかり・平田大輔・能野あやな・八木健爾・美馬純一
（（株）環境アセスメントセンター）

Pa-56 農業共済組合による鳥獣被害対策の取り組み
○田戸裕之1・小枝 登1・宍戸 隆2・東 信男3・細井栄嗣4（1山口県農林総合技術センター,

　 2山口県農林水産政策課, 3山口県農業共済組合連合会, 4山口大学農学部）

Pa-57 ＊ 島根県における鳥獣専門指導員（通称：クマ専門員）の活動内容とその効果
○澤田誠吾1・金澤紀幸2・静野誠子3・堂山宗一郎4・金森弘樹1（1島根中山間研セ,

　2島根西部農振セ益田事務所, 3西部農振セ, 4西部農振セ県央事務所）

Pa-58 長野県におけるツキノワグマ大量出没の特徴
○岸元良輔（長野県環境保全研究所）

Pa-59 石狩低地帯周囲のヒグマ生息域間の連続性の評価
○間野 勉1・三島啓雄2・小野理1・高田雅之1・釣賀一二三1・近藤麻実１・北川理恵3

（1道総研・環境科学研究センター, 2北海道大・農学研究院, 3酪農学園大・環境システム学部）

Pa-60 飼料に餌付いたツキノワグマの行動圏内におけるクマ剥ぎの被害率
○小金澤正昭1・中山直紀2（1宇都宮大学・農・演習林, 2宇都宮大学・農・鳥獣管理）

Pa-61 積丹・恵庭地域ヒグマ個体群の遺伝的多様性の評価
○釣賀一二三・間野 勉・近藤麻実（道総研環科研センター）

Pa-62 ヒグマ体毛を用いたマイクロサテライト分析成功率の季節性に関する検討（予報）
○近藤麻実・釣賀一二三・間野 勉（北海道立総合研究機構）

Pa-63 ＊ 骨密度を用いたツキノワグマの長期的栄養状態把握のための試み
 ～疫学的要因と餌環境の影響～
○中川恒祐1・淺野 玄2・鈴木正嗣2（1(株)野生動物保護管理事務所, 2岐阜大・獣医）

Pa-64 ＊ アミノ酸窒素安定同位体比によるツキノワグマの食性解析
○中下留美子1・鈴木彌生子2・橋本(佐藤)美穂3・坪田敏男4

（1森林総研, 2食総研, 3群馬大, 4北大・獣医）

Pa-65 西中国地域個体群のツキノワグマが東中国地域個体群のツキノワグマと出会った
○西 信介1・澤田誠吾2（1鳥取県, 2島根県中山間地域研究センター）
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Pa-66 四国剣山山系におけるツキノワグマ１個体の長期追跡記録
○山田孝樹・金澤文吾・山崎浩司（四国自然史科学研究センター）

Pa-67 長野県上伊那地域の里地・里山におけるツキノワグマの集中利用場所
○木戸きらら1・泉山茂之2（1信州大院・農学研究科, 2信州大・農学部）

Pa-68 ビデオカメラ付き首輪を用いたニホンツキノワグマの食性解析
○後藤優介（立山カルデラ砂防博物館）

Pa-69 ＊ 長距離通信技術を適用したGPS首輪の開発と応用
○高橋広和1,3・青井俊樹2・原科幸爾2・安江悠真2・玉置晴朗3・矢澤正人3・瀬川典久4

(1岩手大学連合大学院, 2岩手大学農学部, 3(株)数理設計研究所, 4岩手県立大学)

Pa-70 ＊ 長距離通信技術を応用した新たなワナセンサシステムの開発と野生動物捕獲への適用事例
○安江悠真1・青井俊樹１・高橋広和2,3・玉置晴朗3・矢澤正人3・瀬川典久4

(1岩手大・農学部, 2岩手大・連合大学院, 3(株)数理設計研究所, 4岩手県立大学)

Pa-71 北海道日本海沿岸におけるトドによる漁業被害と地域漁業との関係
○和田昭彦1・後藤陽子1・前田圭司1・山村織生2 (1道総研・稚内水試, 2水総研セ・北水研)

Pa-72 ＊ 北海道礼文島に来遊するゴマフアザラシの上陸場ごとの生息環境とその季節変化
○渋谷未央1・小林万里1,2（1東農大・生物産業, 2NPO北の海の動物センター）

Pa-73 ＊ 北海道猿払沖からロシアに北上するトド妊娠雌の回遊と潜水行動
○高橋菜里1・服部 薫・2後藤陽子3・和田昭彦3・中野渡拓也4・大島慶一郎4・三谷曜子5

（1北大院環, 2北海道区水産研究所, 3稚内水試, 4北大低温研, 5北大フィールド科セ）

Pa-74 ＊ 冬季に壱岐対馬海域に来遊したカマイルカの行動範囲
○岩﨑俊秀1・南川真吾1・永谷 浩2

（1（独）水産総合研究センター・遠洋水産研究所, 2長崎県・五島振興局）

Pa-75 ＊ 海洋環境データを用いたコビレゴンドウ（タッパナガ・マゴンドウ）の空間分布推定
○金治 佑1・岡崎 誠2

(1水産総合研究センター遠洋水産研究所, 2水産総合研究センター中央水産研究所)

Pa-76 ＊ 繁殖期におけるゴマフアザラシとゼニガタアザラシの音声分類
○木内政寛1・赤松友成2・小林万里1,3

（1東農大・生物産業, 2水研C, 3NPO北の海の動物センター）

Pa-77 ＊ ジュゴンの体骨格における骨化様式
○保尊 脩1・小倉 剛2（1国立科学博物館・動物研究部, 2琉球大・農学部）

Pa-78 イルカの筋・骨格系と遊泳運動
吉住健吾1・板本和仁2・立川利幸3・石橋敏章3・久保正仁3・後藤 慈4・○和田直己1（1山口大・

農学部, 2山口大・動物医療センター, 3下関市立しものせき水族館, 4山口大・連合獣医）
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Pa-79 トドの分娩過程－頭が先か足が先か？－
○服部 薫1・Sveta Artem’eva2・Vladimir N. Burkanov3・山村織生１

（1北水研, 2Moscow State Univ., 3Russian Academy of Sciences）

Pa-80 トド胎子期における内臓諸器官の成長と骨格の形成
◯山田若奈1・小林由美1・堀本高矩1・山根由久2・坪田敏男2・滝口満喜2・桜井泰憲3

(1北大院・水産科学院, 2北大院・獣医学研究科, 3北大院・水産科学研究院)

Pa-81 ＊ ラッコEnhydra lutris後肢における筋形態の変異とその機能的意味
○森 健人1,2・遠藤秀紀1,2(1東大・院・理, 2東大・総合研究博物館)

Pa-82 ＊ Molecular Population Genetics of Spotted Seal (Phoca largha) Based on
Mitochondrial DNA Sequence
○ Ha Young Park 1・ Gila Jung1・ Kyung Seok Kim2・ Mu-Yeong Lee2・ Hang Lee2・ Han

Soo Lee3・ Sang-Hoon Han4・ Chang-Bae Kim 1(Department of Green Life Science,
Sangmyung University, Seoul, Korea1・ College of Veterinary Medicine, Seoul National
University, Seoul, Korea2・ Institute of Environment and Ecology, Deajeon, Korea3・
Animal Resources Division, National Institute of Biological Resources, Incheon, Korea4）

Pa-83 ＊ シワハイルカ (Steno bredanensis) の大動脈弓からの動脈分岐について
○小島 悠（岡山理科大院・総合情報）

Pa-84 三陸地域のニホンジカ管理に対する東日本大震災の影響
○堀野眞一1・千田啓介2・水田展洋3

（1森林総合研究所東北支所, 2岩手県自然保護課, 3宮城県林業技術総合センター）

Pa-85 ＊ 福島原発事故と野生生物Ⅰ：放射線影響評価のための空間線量率の将来予測
○斎藤昌幸1・土光智子1, 2・小池文人1（1横浜国大・環境情報, 2日本学術振興会）

Pa-86 ＊ 福島原発事故と野生生物Ⅱ：放射線による罹病、生殖および寿命への影響予測
○土光智子1,2・斎藤昌幸2・小池文人2(1日本学術振興会特別研究員PD, 2横国大・環境情報研究院)
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Pb-1 ＊ 日本産コウベモグラの地域系統群の境界線と遺伝的分化
○三賀森敬亮1・原田正史2・桐原 崇1・篠原明男3・土屋公幸4・鈴木 仁1

(1北大院環境科学, 2大阪市大院医学, 3宮崎大フロンティア, 4応用生物)

Pb-2 ＊ Phylogeographic relationships of the lesser white-toothed shrew in East
Asia
○Seo-Jin Lee1・Mu-Yeong Lee1・ Liang-Kong Lin2・ Y. Kirk Lin3・ Mi-Sook Min1・

　 Hang Lee1(1Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of

　Veterinary Medicine, Seoul National University, Seoul, Korea, 2 Department of Life

　Science, Tunghai University, Taichung, Taiwan, 3 Department of Life Science, National
　Taiwan University, Taipei, Taiwan)

Pb-3 ＊ やんばる地域に生息するクマネズミの腸管内寄生蠕虫類について
○諸星勇佑1・横畑泰志1・中田勝士２（1富山大院・理工, 2環境省やんばる野生生物保護センター）

Pb-4 ＊ A Newfound Hantavirus Harbored by Sorex caecutiens in Russia and Japan
○新井 智1・Hae Ji Kang2・大館智志3・Joseph A. Cook4・多屋馨子1・森川 茂1・岡部信彦1・

　Richard Yanagihara2（1国立感染症研究所, 2ハワイ大学, 3北海道大学, 4ニューメキシコ大）

Pb-5 Evolutionary Insights from Newfound Soricomorph-Borne Hantaviruses
Hae Ji Kang1・新井 智2・Jin-Won Song3・Joseph A. Cook4・○Richard Yanagihara1

（1ハワイ大, 2感染研, 3高麗大, 4ニューメキシコ大）

Pb-6 ＊ きのこ-モグラ学：きのこの観察からモグラの暮らしが判る
○相良直彦(元京都大学)

Pb-7 ＊ コウベモグラはいかに冬を乗り越えるのか？
○奥山 希1・七條宏樹2・樫村 敦1・篠原明男3・土屋公幸4・高橋俊浩1・森田哲夫1

(1宮崎大・農, 2宮崎大院・農工, 3宮崎大・フロンティア科学, 4応用生物（株）)

Pb-8 ＊ ヒメコミミトガリネズミ（Cryptotis parva）の低温耐性評価とUCP1
○小林淳宏1・城ヶ原貴通1・子安和弘2・Orin B. Mock3・織田銑一1

(1岡山理大・理・動物，2愛知学院大・歯・解剖，3KCOM)

Pb-9 ＊ スンクス（標準和名：ジャコウネズミ Suncus murinus)におけるアルコール嗜好性
○白井尚弘・城ヶ原貴通・織田銑一 (岡山理科大・理・動物)

Pb-10 ＊
スンクス におけるスクロース嗜好性とスクロース摂取による影響
  ～スクラーゼ活性の有無による差異～
○小田千寿江・城ヶ原貴通・織田銑一（岡山理科大・理・動物）

Pb-11 ＊ ロシアハタネズミの糖吸収とMCT１発現
○平井洸次・城ヶ原貴通・織田銑一（岡山理科大・理・動物）
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Pb-12 ＊ トリトンハムスターTscherskia tritonはいつ、どんな糞を食べるのか？
○七條宏樹1・近藤祐志2・森 俊介2・高橋俊浩3・森田哲夫3

(1宮崎大・院・農工, 2宮崎大・院・農, 3宮崎大・農)

Pb-13 ＊ トリトンハムスターTscherskia　tritonにおける食糞による微生物酵素利用の可能性
○近藤祐志1・七條宏樹2・高橋俊浩3・森田哲夫3

(1宮崎大・院・農, 2宮崎大・院・農工, 3宮崎大・農)

Pb-14 コモンテンレックの群れの個体に動きの同調性を生み出すコミュニケーション
○伊藤 亮（京都大学・野生動物研究センター）

Pb-15 ＊ DNAバーコードを用いたヴェトナム・Cat Tien国立公園に生息するネズミ科の餌資源調査
〇石澤祐介1･白子智康1･味岡ゆい1･上野 薫１・南 基泰１・Nguyen Huynh Thuat2・

　Do Tan Hoa2･Tran Van Thanh2(1中部大・大学院応用生物学研究科, 2Cat Tien National Park)

Pb-16 ＊ 愛知県弥勒山におけるApodemus属2種の林相別遺伝的構造の相違及び餌資源について
○白子智康・石澤祐介・上野 薫・南 基泰 (中部大・大学院応用生物学研究科)

Pb-17 ニホンジカによるササ類の減少がネズミ類とその捕食者であるフクロウに与える影響
○奥田 圭1・伊東正文2・藤津亜弥子3・關 義和1・小金澤正昭4

(1東京農工大・院・連農, 2宇都宮大・農, 3宇都宮大・院・農, 4宇都宮大・農・演習林)

Pb-18 岡山県における陸棲小型哺乳類相調査IV －主に高梁川流域について－
○森光亮太1・小林秀司2（1岡山理科大学・院・総情・生地, 2岡山理科大学・理・動物）

Pb-19 ヌートリア（Myocastor coypus）の臓器サイズと重量
加藤創紀1・○大島有理2・森光亮太2・清水慶子3・小林秀司3

(1岡理大・総情・生地, 2岡理大・院・総情, 3生地・岡理大・理・動物)

Pb-20 ＊ ヌートリアにおける四肢長骨の骨端閉鎖順序について
○守屋恵美1・川田伸一郎2（1埼玉県立川越女子高等学校, 2国立科学博物館）

Pb-21 ＊ 掘削適応の機能形態学的研究～半地下性オオアシトガリネズミ（Sorex unguiculatus）
と地表性ヒメトガリネズミ（S. gracillimus）における上腕骨の形態比較から～（予報）
○橋本真紀1・野島雄一郎2・押田龍夫1,2（1帯畜大野生動物, 2帯畜大野生動物管理）

Pb-22 エゾヤチネズミとムクゲネズミの頭骨形態の比較
  ～近縁種の同所的分布を可能にする形態的要因～
○佐藤和彦1・森部絢嗣1・渡邉竜太1・小萱康徳1・江尻貞一1・中田圭亮2

（1朝日大歯学部口腔解剖学分野, 2北海道立総合研究機構森林研究本部)

Pb-23 ＊ 東アジア産アカネズミ属(genus Apodemus)の頭骨形状の幾何学的形態解析
○新宅勇太1・呉 毅2・蒋 学龍3・李 玉春4・林 良恭5・原田正史6・本川雅治7

（1京大・院理・動物, 2中国・広州大・生命科学, 3中国・昆明動物研究所,

   4中国・山東大威海・海洋, 5台湾・東海大・生命科学, 6大阪市大・院医, 7京大・総博）
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Pb-24 鹿児島県島嶼における、小哺乳類の採集とアカネズミの形態分化
○高田靖司1・植松 康１・酒井英一2・立石 隆3

（1愛知学院大・歯学部, 2愛知学院大・短期大学部, 3藤沢市在住）

Pb-25 ＊ 森林の分断化がアカネズミ集団の遺伝的多様性に与えた影響
○川上 司・為西正也・山口泰典・佐藤 淳（福山大・生物工）

Pb-26 ＊ 伊豆諸島のアカネズミの系統地理と毛色多型の創出メカニズム
○友澤森彦・小野裕剛（慶応大・生物）

Pb-27 ＊ 予測不能な寒冷曝露がヒメネズミの日内休眠に及ぼす影響
○大久保慶信1・越本知大2・高橋俊浩3・森田哲夫3

（1宮崎大 院 農工1, 2宮崎大 FSRC生物資源, 3宮崎大 農）

Pb-28 ＊ ハツカネズミの日内休眠とタンパク質欠乏の関係
○加藤悟郎1・大久保慶信2・七條宏樹2・高橋俊浩3・森田哲夫3

（1宮崎大院・農, 2宮崎大院・農工, 3宮崎大・農）

Pb-29 ＊ 日長の短縮はイスラエルトゲマウスAcomys dimidiatusの休眠発現を促進する
○渡部大介1,2・酒井悠輔3・高橋俊浩3・越本知大4・森田哲夫3

（1宮崎大・院・農工, 2宮崎市フェニックス自然動物園, 3宮崎大・農, 4宮崎大・FSRC・生物資源)

Pb-30 ケナガネズミの食性と繁殖行動について
○久高奈津子1・久高将和1・千木良芳範2 (1やんばる自然研究会, 2沖縄県立博物館・美術館)

Pb-31 ＊ 愛知県産ヌートリアの繁殖特性および諸外国との比較
○曽根啓子1・子安和弘1・中垣晴男1・織田銑一2（1愛知学院大・歯, 2岡山理科大・理）

Pb-32 ＊ アカネズミにおける異性由来刺激に対する雌雄の非対称的生理応答
○酒井悠輔1・坂本信介2・岩元直治郎1・高橋俊浩1・森田哲夫1・篠原明男2・越本知大2

（1宮崎大・農, 2宮崎大・フロンティア）

Pb-33 ＊ 異なる繁殖期におけるエゾモモンガPteromys volans oriiの繁殖戦略について（予報）
○武市有加1・林明日香2・鈴木愛未2・加藤アミ2,3・松井理生4・井口和信4・岡平卓巳4・

　押田龍夫1,2（1帯畜大野生動物, 2帯畜大野生動物管理, 3現 財団法人キープ協会環境事業部・

　4東大北海道演習林）

Pb-34 ＊ アフリカヤマネ（Graphiurus murinus）の繁殖成績と日周活動
○濵田宏和1・城ヶ原貴通1・森部絢嗣2・織田銑一1

（1岡山理科大・理・動物, 2朝日大・歯・口腔解剖）

Pb-35 ＊ 北海道帯広市の市街地におけるエゾリス営巣地の環境要因
○吉松大基・柳川 久（帯畜大・野生動物管理）
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Pb-36 ＊ ニホンヤマネ Glirulus japonicus の好適な微小生息環境　～山形県と長野県の比較～
○中村夢奈1・小城伸晃1・玉手英利2 (1山形大学・院・理工, 2山形大学・理)

Pb-37 ＊ 山口県に生息するニホンヤマネの巣箱利用
○東加奈子1・田中 浩2・細井栄嗣1（1山口大・農,  2山口県立山口博物館）

Pb-38 ＊ タイリクモモンガのための巣箱の効果的な設置方法
○鈴木 圭1,2・柳川 久1,2 (1岩大院 連合農学, 2帯畜大 野生動物管理2)

Pb-39 ＊ こんなバットボックスをコウモリは使うのか？
○浅利裕伸・茂木哲一・石川博規・郷田智章（株式会社　長大）

Pb-40 高知県四万十市における洞窟性コウモリの人工洞利用状況
〇谷地森秀二 (四国自然史科学研究センター)

Pb-41 ＊ 埼玉県立自然の博物館におけるコウモリのねぐら利用について
○奥村みほ子・碓井 徹（埼玉県立自然の博物館）

Pb-42 ＊ 栃木県奥日光地域におけるコウモリ類の音声ライブラリーの作成と種判別方法の構築
○宮野晃寿1・西澤 瞳2・吉倉智子1・安井さち子3・上條隆志1

（1筑波大　生命環境, 2筑波大　人間総合, 3つくば市並木）

Pb-43 ＊ 北海道内モモジロコウモリのエコロケーションコール構造の把握
　～エコロケーションコールの地域変異は音声調査の障害と成り得るか？～
○山中 聡・赤坂卓美・中村太士（北大・農学院）

Pb-44 北海道三大河川域に生息するモモジロコウモリの分子系統地理的特徴
小林章弥1・福井 大2・小島瑛介3・○増田隆一4

（1北海道大・理学部, 2森林総合研究所, 3北海道大・文学研究科, 4北海道大・理学研究院）

Pb-45 秋吉台の無名穴から発見されたテングコウモリ化石について
○松村澄子1・石田麻里2・横山恵一3（1山口大学理工学研究科, 2秋吉台科学博物館, 3遠野市）

Pb-46 ＊ オリイオオコウモリによるイルカンダ（マメ科）の花の裂開
當山ちひろ1・〇小林 峻2・中本 敦2,3・傳田哲郎4・伊澤雅子4

（1沖縄県うるま市, 2琉球大・院・理工学研究科, 3岡山県環境保健センター, 4琉球大・理学部）

Pb-47 熊本県宇土半島のクリハラリスを題材にした授業－外来生物問題と解剖実習－
○坂田拓司（熊本市立千原台高等学校）

Pb-48 沖縄島北部におけるマングース防除事業で得られたケナガネズミの知見
○中田勝士1・福田 真1・阿部愼太郎2・阪口法明2

（1環境省やんばる野生生物保護センター, 2環境省那覇自然環境事務所）

Pb-49 奄美大島の森林における外来種マングースの影響の有無と動物群集の動態
 ～　自動カメラによる比較　～
○石田 健1・倉石 武2・服部正策2（1東大農生命, 2東大医科研）
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Pb-50 探索犬による沖縄島北部地域のマングースモニタリングおよび次世代探索犬の育成
○福原亮史1・山口貴子1・東江純之介1・村瀬英博2・宇久田弘美3・小倉 剛4

（1㈱南西環境研究所, 2村瀬ドッグトレーニングセンター, 3西原町,  4琉球大農学部）

Pb-51 ＊ 抗酸性コーティングPAPPのマングースにおける薬効試験
○小野清哉1・小倉 剛2・野見山修蔵3・Sugoto Roy4・長嶺 隆5・仲地 学5・田中暁子5・種村彰人2

（1琉球大院 農 亜熱帯動物, 2琉球大 農 亜熱帯動物, 3イノアコーポレーション,

　4Central Science Laboratory（UK), 5どうぶつたちの病院）

Pb-52 ＊ フイリマングースを効果的に誘引する物質の探索
○渡久地花英手1・小倉 剛2（1琉球大院・農学研究科, 2琉球大・農学部）

Pb-53 センサーカメラの効果的設置―奄美大島マングース防除事業での事例―
○佐々木茂樹1・山田文雄2・橋本琢磨3・阿部愼太郎4

（1横浜国大環境情報, 2森林総合研究, 3自然環境研究センター, 4環境省那覇自然環境事務所）

Pb-54 ＊ マングースの移動を防ぐ簡易柵の開発
○水川真希1・小倉 剛2（1琉球大院・農学研究科, 2琉球大・農学部）

Pb-55 沖縄島における新規のマングース北上防止柵の効果について
○河内紀浩1・南木大祐1・水川真希2・小倉 剛3・飯島康夫１

（1八千代エンジニヤリング(株), 2琉大院・農, 3琉大・農）

Pb-56 ＊ マイクロサテライトＤＮＡによるマングースの個体識別の多型検出法の簡易化
および腐敗組織からの多型検出法の確立
○小畑 圭1・福原亮史2・小倉剛3・玉那覇彰子3・岩崎公典4・屋 宏典4

（1琉球大院・農・亜熱帯動物学, 2南西環境研究所, 3琉球大・農・亜熱帯動物学,

　4琉球大・分子生命科学研）

Pb-57 四国産アライグマの体サイズの加齢成長
○金城芳典（四国自然史科学研究センター）

Pb-58 アリー効果の見られる分布周辺域における低密度管理（ニホンジカとアライグマを例に）
○浅田正彦（千葉県生物多様性センター）

Pb-59 携帯電話GPS端末を利用したアライグマの行動追跡の実用性について
○山﨑晃司1・佐伯 緑2（1茨城県自然博物館, 2中央農業総合研究センター）

Pb-60 群馬県におけるアライグマの生息状況と食性
○姉崎智子1・堀口浩司2（1群馬県立自然史博物館, 2群馬県環境森林部自然環境課）

Pb-61 長野県におけるアライグマProcyon lotorの分布拡大と生息状況
○福江佑子1・岡野美佐夫2・大池英樹3（1NPO法人生物多様性研究所あーすわーむ,

  2野生動物保護管理事務所, 3長野県農政部農業技術課）
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Pb-62 ＊ 複数の密度指標を用いたアライグマによるタヌキへの影響
○岩下明生・安藤元一・小川 博（東農大　農　野生動物）

Pb-63 ＊ シカのタヌキへの影響は直接効果と間接効果のどちらが大きいか？―食性から読み解く―
○關 義和1・小金澤正昭2（1農工大・院・連合農学, 2宇大・農・演習林）

Pb-64 ＊ フェンスを用いたタヌキNyctereutes procyonoidesの登攀行動分析
○蔵本洋介1・古谷雅理2・金子弥生1（1東京農工大学, 2東京海洋大学）

Pb-65 ＊ タヌキによる多肉果実種子の散布：生育地移動と距離
○高槻成紀・坂本有香（麻布大学・獣医学部）

Pb-66 新規に開発した複合型マイクロサテライトマーカーを用いた日本産および
台湾産ハクビシンの集団構造解析
井上 友1・金子弥生2・山崎晃司3・姉崎智子4・谷地森秀二5・落合啓二6・L.-K. Lin7・

K. J.-C. Pei8・Y.-J. Chen9・S.-W. Chang10・○増田隆一1（1北海道大, 2東京農工大, 3茨城県自然博

物館, 4群馬県立自然史博物館, 5四国自然史研究センター, 6千葉県立中央博物館, 7Tunghai Univ.,
8National Pingtung Univ. of Sci. and Tech., 9National Museum of Natural Science,
10Endemic Species Research Institute）

Pb-67 農地周辺に生息するハクビシンのねぐらの環境特性
○永島百合1 ・ 青井俊樹2（1岩手大学大学院 ・ 農学研究科, 2岩手大学）

Pb-68 ＊ 群馬県赤谷地域におけるホンドテンの生息地選択～主要な餌植物の分布との関連性～
○星野莉紗1・藤田 卓2・足立高行3・金子弥生1

（1東京農工大学, 2公益財団法人 日本自然保護協会・3応用生態技術研究所）

Pb-69 ＊ 孤立した都市近郊林における中型食肉目の生息に影響を与える要因の検討
○曽我昌史・小池伸介（東京農工大学）

Pb-70 牧場における野生食肉目が与える影響とその対策の検討
○黒瀬奈緒子1・松本英典2・山田拓司2

（1北里大学獣医学部生物環境科学科生態管理学研究室, 2北里大学FSC八雲牧場）

Pb-71 ＊ 十勝地方の農地においてキツネに‘ベイト’を摂取させることが可能な
環境要因に関する研究（予報）
○石田彩佳1・高橋健一2・浦口宏二2・押田龍夫1（1帯畜大野生動物学, 2北海道衛研）

Pb-72 ＊ Extirpation History of Korean Foxes (Vulpes v. peculiosa)
○Kim, Dong-youn・Chun, Myung-sun・Lee, Hang（Conservation Genome Resource
   Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National University）

Pb-73 ＊ キツネの目でみるエキノコックス予防疫学
○池田貴子（北海道大学　大学院　獣医学研究科）
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Pb-74 ＊ 糞粒法の改善に向けたニホンノウサギの糞粒分解実験
○吉田奈緒1・小山里奈1・和田彩奈1・山中典和2

（1京都大学大学院情報学研究科, 2鳥取大学乾燥地研究センター）

Pb-75 アフリカ熱帯林における偶蹄類および食肉類の糞を用いたDNA分析
○井上英治1・Etienne Akomo Okoue2・井上-村山美穂3

（1京大院理, 2ガボン熱帯生態研究所, 3京大野生動物）

Pb-76 ＊
フンDNAを用いた種判定・性判定による、多摩川中流域における
  ニホンイタチ(Mustela itatsi)の生息状況
○大河原陽子1・関口 猛2・池田 綾3・藤井 猛4・金子弥生1

（1東京農工大学農学部, 2九州大学医学研究院, 3早稲田大学人間科学部, 4広島県自然環境課）

Pb-77 ニホンアナグマMeles anakumaの臭腺分泌物の化学成分
○金子弥生1・蔵本洋介1・小菅園子2・Christina D. Buesching 3

（1東京農工大学, 2株式会社 大同分析リサーチ, 3University of Oxford）

Pb-78 ＊ ネコ科動物の糞中に存在する揮発性成分の比較
○大橋真吾1・小藤田久義1・出口善隆1・西村貴志2・辻本恒徳3・小松 守4・齋藤憲弥5・松原和衛1

（1岩手大院連合農学, 2岩手大農, 3盛岡市動物公園, 4秋田市大森山動物園,

 　5よこはま動物園ズーラシア）

Pb-79 ＊ 飼育下におけるチーター(Acinonyx jubatus)の音声解析
○井門彩織1・谷口 敦2・唐沢瑞樹2・近藤奈津子2・清水泰輔2・野本寛二2・安藤元一1・

　佐々木剛1・小川 博1(1東農大・農学部, 2東京都多摩動物公園)

Pb-80 イリオモテヤマネコ定住オスの行動圏空間配置の動態－隣接オスの消失に対する反応
○中西 希1・阪口法明2・伊澤雅子1（1琉球大学理学部, 2環境省那覇自然環境事務所）

Pb-81 ＊ 奄美大島鳩浜地区における自動撮影カメラで撮影されたネコの山中における
出没傾向と行動域
○塩野﨑和美1・山田文雄2・佐々木茂樹3・森本幸裕1

（1京大院地球環境, 2森林総研, 3横浜国立大学）

Pb-82 ＊ イタチ属頭骨のサイズ変化に伴う形態進化
○鈴木 聡1・本川雅治2（1京大・院理・動物, 2京大・総合博物館）

Pb-83 ＊ 奄美産マングース (Herpestes auropunctatus) の下腿における機能解剖学的研究
○井上 共（岡山理科大院・総合情報）

Pb-84 一歯の進化要因としての体制と歯の関係―歯の形態形成原論―
○小澤幸重（歯と骨の訪問研究室）
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Cervus nippon
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NPO

Cervus Nippon
1995 2007 13

10 11 3 64 196
3

4 7kg 12 18.3%
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1 98.2%  

Suzuki et al.(1993)
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Equus ferus przewalskii

Cervus elaphus

Equus ferus przewalskii

Cervus elaphus
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Campos-Arceiz et al. 2008
Tapirus indicus

IUCN (Wilson et al. 2005)

Fragoso et al. 2003
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OR: high/low CS: sharp/round/blunt
Fortelius and Solounias 2000
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Yun-Sun Lee1, Mi-Sook Min1, Young-Jun Kim1, Inna Voloshina2, Alexander Myslenkov2, Jang Geun Oh3, 
Nickolay Markov4, Alexander Argunov5, Hang Lee1 and Kyung-Seok Kim1 

1 Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National 
University, 2 Lazovsky State Nature Reserve, 3 Mt. Halla Research Division, Dept. of Halla Eco-Environmental 
Research, 4 Institute of Plant and Animal Ecology Urals Branch of Russian Academy of Sciences, 5 Institute for 
Biological Problems of Cryolithozone  

Roe deer is classified into two species, European roe deer (C. capreolus Linnaeus, 1758) and Siberian roe deer 
(C. pygargus Pallas, 1771). Siberian roe deer comprises at least three subspecies although taxonomic status at 
subspecies level still needs to be confirmed. To understand genetic structure of Siberian roe deer, the genetic 
relationship among roe deer collected from most of Northern Eurasia from Russian Ural to South Korea was 
characterized using microsatellite loci analysis. Structure analysis using microsatellite data represent three 
population structure, 1) Jeju island, 2) Korea mainland, middle and eastern Russia, and 3) Southwest and western 
Russia. Russia north and Altai displayed genetic background intermixed between the second and third 
population. Pairwise FST and Nei's DA distance suggested genetic isolation of roe deer in Jeju Island from the 
other seven regions. There is no significant differentiation among Korea mainland, Russia east and mid as well 
as between Russia west and southwest region. Microsatellite data revealed that roe deer from Jeju Island are 
isolated genetically from all other Siberian roe deer including Korean mainland mainly due to geographic 
isolation and historical population decrease. There is little genetic differentiation between Russia Far East and 
Korea mainland roe deer, reflecting historical introgression between Russia Far East and Korea mainland. 
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Cervus japonica

Chamaecyparis obtusa
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Sus scrofa riukiuanus
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Molecular Population Genetics of Spotted Seal (Phoca largha) Based on 
! ! ! ! ! !  Mitochondrial DNA Sequence 
 

Ha Young Park 1  Gila Jung1  Kyung Seok Kim2  Mu-Yeong Lee2  Hang Lee2  Han Soo Lee3  
Sang-Hoon Han4  Chang-Bae Kim 1 
(Department of Green Life Science, Sangmyung University, Seoul, Korea1  College of Veterinary Medicine, 
Seoul National University, Seoul, Korea2  Institute of Environment and Ecology, Deajeon, Korea3  Animal 
Resources Division, National Institute of Biological Resources, Incheon, Korea4  
 
The spotted seal Phoca largha, an endangered marine mammal species, is widely distributed in the north and 
west of the North Pacific Ocean. It is important to understand the population relationships among the neighbor 
countries due to its high dispersal abilities and recent human impact on its populations. Seven spotted seals from 
the coast of Korea were used in this study. The mitochondrial DNA including control region, tRNA-pro and 
tRNA-thr genes of P. largha was sequenced and three haplotypes were determined based on variations of the 
diagnostic polymorphic sites. Combined with the previous studies from Japan, China and Russia, overall 76 
haplotypes were identified from 134 East Asian seals. Based on the the haplotype data, we analyzed the genetic 
structures of the species. Haplotype and nucleotide diversities and effective population sizes of Korea and 
Chinese populations were lower than those of Japanese and Russian populations. It is not certain that low 
population size and diversity is caused from recent bottleneck or small sampling size. F-statistics and network 
analysis revealed that populations from Korea and China were differentiated from populations from Japan and 
Russia. The analysis on the migration rates or exchange of female individuals suggested that migration strongly 
happened between the populations of Korea and China, and also between Russia and China populations. Further 
analysis based on more samplings and sequence information from other genetic markers like species specific 
microsatellite loci and ecological data for breeding and migration will provide more reliable data for 
understanding of population structure and history of the spotted seal and conservation management planning. 
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Phylogeographic relationships of the lesser white-toothed shrew in East Asia 

Seo-Jin Lee1, Mu-Yeong Lee1, Liang-Kong Lin2, Y. Kirk Lin3, Mi-Sook Min1, and Hang Lee1 
(Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National 
University, Seoul, Korea1, Department of Life Science, Tunghai University, Taichung, Taiwan2, Department of 
Life Science, National Taiwan University, Taipei, Taiwan3)!
!
The lesser white-toothed shrew, Crocidura shantungensis, is widely distributed in East Asia. The sequences 
(1,140 bp) of mitochondrial cytochrome b gene were analyzed to investigate the phylogeographic relationships 
within the species. One hundred forty-three individuals of C. shantungensis were collected from South Korea, 
Russia, Mongolia, and Taiwan. We obtained 57 haplotypes, which could be divided into three clades. Clade I 
was composed of individuals from Russian Far East, Mongolia, South Korea, and several islands of South Korea, 
while clade II consisted of individuals from islands located at the southern part of South Korea. Clade III was 
comprised of individuals from Taiwan. The results of our phylogeographic analyses might have been the result 
of complicated evolutionary history of the less white-toothed shrews. More samples from other regions such as 
Japan and China are necessary to construct the phylogeographic relationship and population genetic structure in 
order to elucidate the evolutionary history of C. shantungensis. 
!
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A Newfound Hantavirus Harbored by Sorex caecutiens in Russia and Japan 

Seewis virus, a novel hantavirus, was recently identified in the Eurasian common shrew (Sorex araneus) across 
much of its geographic range. The existence of phylogenetically related Sorex species in Russia and Japan 
prompted us to search for Seewis virus-like hantaviruses. Tissues from the Laxmann’s shrew (Sorex caecutiens), 
trapped in Siberia and in Mukawa in Hokkaido, were examined for hantavirus RNA by RT-PCR. Genetically 
distinct hantavirus sequences, designated Amga virus, were found in 15 of 55 and in 1 of 4 Laxmann’s shrews 
captured in Russia and Japan, respectively. Sequence and phylogenetic analysis of the full-length S and M and 
partial L segments indicated that Amga virus was distinct from Seewis virus and other recently characterized 
soricomorph-borne hantaviruses. Amga virus represents the first shrew-borne hantavirus identified in Japan. 
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  Evolutionary Insights from Newfound Soricomorph-Borne Hantaviruses 

Emboldened by the isolation of a previously unrecognized hantavirus in Crocidura lasiura, an 
opportunistic search was conducted for novel hantaviruses in shrews (Order Soricomorpha, 
Family Soricidae) and moles (Family Talpidae). Archival frozen tissues from 1,140 shrews 
(44 species) and 113 moles (10 species), captured in Europe, Asia, Africa and North America 
between 1980 and 2009, were analyzed for hantavirus RNA by RT-PCR. Hantaviruses were 
detected in Anourosorex squamipes, Anourosorex yamashinai, Blarina brevicauda, Sorex 
araneus, Sorex caecutiens, Sorex cinereus, Sorex daphaenodon, Sorex monticolus, Sorex 
palustris, Sorex roboratus, Sorex trowbridgii, Sorex tundrensis, Sorex unguiculatus, Sorex 
vagrans, Crocidura obscurior, Crocidura shantungensis, Myosorex geata, Myosorex zinki, 
Neurotrichus gibbsii, Scalopus aquaticus, Scaptonyx fusicaudus, Talpa europaea and 
Urotrichus talpoides. Phylogenetic analyses showed that soricomorph-borne hantaviruses 
segregated into three distinct lineages. The discovery of genetically divergent hantaviruses in 
shrews and moles across four continents suggests that ancestral soricomorphs, rather than 
rodents, may have served as the original mammalian hosts of primordial hantaviruses.  

 
相良直彦

（元京都大学）

「きのこ‒モグラ学」“Myco-talpology”は，きのことモグラとの関わりについて研究し，さらにはきの
こを手がかりとしてモグラの研究をするものである．その基礎となる事実は，きのこナガエノスギタ
ケ Hebeloma radicosum（まれにアシナガヌメリ Hebeloma danicum）がモグラ類 Talpidae の巣の
そばの排泄所に特異的に成育すること，したがってそのきのこの下を掘れば巣が見つかることである．
巣の在り処を示すものは他にないので，菌学者にモグラ研究への機会が生じた．このポスターでは，
1976 年に初めて巣に遭遇して以来の研究で判った主な点を提示する．［方法］上記きのこの成育地計
88 カ所で計 123 回の発掘をおこない，巣と排泄所（菌糸増殖部）を採取し，坑道の計測その他の観察
をおこなった．掘った跡は丁寧に埋め戻した．まれに，巣は採取せず，そのまま置いたこともある．
巣の住者の同定は，坑道径と，巣や排泄所から検出された体毛の特徴とによっておこなった．3 カ所
では，巣と住者をともに取り去り，きのこの再発生を注視した̶その再発生は別のモグラ個体による
再営巣を意味した．［結果］1) モグラは「排泄所」をつくる．2) 巣は一定の構造をもち，出入り口は
一つである．3) ミズラモグラが低標高地（260 m）でも営巣している．4)モグラ亜科の 2種が近距離
（50 m 以内）で営巣していることがある．5) ミズラモグラ未離巣幼獣が初めて観察され，その飼育
にも成功した. 6) モグラ亜科において秋期に育仔がおこなわれることがある．7) 同じ営巣場所が長
年にわたり断続使用されることがある．8) 発掘や巣採取などの撹乱に耐えて同じ場所に固執し，再
営巣・長期（20 年以上）連続居住することがある．9) 同一営巣場所の長期使用の間には住者の交替が
起こり，その交替は異種モグラによる場合もある．10) モグラはきのこや樹木を食餌とはしないけれ
ども共に暮らしている̶「生息地浄化共生」の提唱．［考察］菌学者がモグラと近い位置に居ること
ができた．動物学から菌学に切り込むことはないだろうか．［謝辞］調査した 88 カ所のうち，自分で
見つけたのは 10 カ所のみ．寄せられたきのこ情報は貴重であった．
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アカネズミにおける異性由来刺激に対する雌雄の非対称的生理応答 

○酒井悠輔 1・坂本信介 2・岩元直治郎 1・高橋俊浩 1・森田哲夫 1・篠原明男 2・越本知大 2 
（宮崎大・農 1・宮崎大・フロンティア 2）

アカネズミ Apodemus speciosusは生態学・遺伝学を始めとする多様な研究分野で利用されている。一
方で、飼育下での繁殖が困難なことが本種を材料とする研究の多面的展開を妨げている。それどころ
か本種の性成熟や発情の誘導因子についての知見は現在のところ極めて限られている。 
 多くの齧歯類では異性からの化学的刺激が発情の誘導や繁殖状態の維持に影響する。例えば、人工
繁殖が比較的容易な同属のヨーロッパモリネズミ A. sylvaticusでは、隣接飼育雄の入れ替えによって雌
の発情時間が延び、発情周期も安定することが知られている。一方、人工繁殖が困難な本種の場合、
異性からの刺激に対する雌雄の応答に繁殖に影響するような特徴があるだろうか。 
 本研究ではこれを検証するため、宮崎市のアカネズミ集団を用い飼育実験を行った。まず、繁殖期
に単独飼育が繁殖状態に及ぼす影響について室内と野外で検証した。雄では精巣降下の程度、雌では
膣開口部の形態を繁殖状態の指標として観察した結果、野外の方が繁殖状態を維持し易かった。そこ
で野外飼育下で、繁殖状態・体サイズ・齢が偏らぬように雌雄同居（P 群）・雌雄隣接（N群）・単独（S
群）の３群に個体を分配し、繁殖状態の変化を追跡した。その結果、雄では、P群、N群の精巣降下が
著しく、S群ではそれが目立たなかった。これに対して雌の繁殖状態には飼育条件の影響は観察できな
かった。つまり、雄は異性由来刺激に対し明瞭な応答を示すが、雌ではこのような応答は確認できな
かった。このような雌雄の非対称な生理的応答は、主要な繁殖誘導因子そのもの、あるいはその影響
の強さが雌雄で異なる可能性を示唆する。異なる繁殖戦略を持つ雌雄の共進化的プロセスの結果とし
て繁殖期を捉え直すことで、本種の繁殖メカニズムに一層アプローチできるかもしれない。 
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Extirpation History of Korean Foxes (Vulpes v. peculiosa) 
 
!Kim, Dong-youn1 Chun, Myung-sun1 Lee, Hang1 

Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National University1  
 
The red fox, Vulpes vulpes peculiosa (Kishida, 1924), once inhabited the Korean peninsula was a subspecies of 
the mainland red fox distinguished by both geographical distribution and morphological characteristics. However, 
no wild foxes remain in South Korea today and the cause of their disappearance is remained obscure. In order to 
deduce the cause of their extirpation, past newspaper articles were analyzed as a human sociologic method. Past 
newspaper articles are efficient approach to beginning by reason of absence of any research papers or related 
official reports. Expected time of extirpation has been near 1970’s. So primary collected data were published 
between 1950 and 1980 by searching the key word ‘fox (in Korean, “yeo-u”)’ in the digitalized version of the 
three main newspapers in Korea. And all of homographs were excluded from the analysis. During the 31 years 
examined, 69 articles about red foxes were found. The most common topic of the articles was “fox fur and their 
care”. The majority of news articles containing this content were found from 1969 over a span of 10 years. The 
last news article about a live wild fox in South Korea was in 1976, which covered a story about a three year old, 
male fox that was captured by a Korean soldier. Taking together these results, the expected period of extirpation 
of the Korean wild foxes could be between 1976 and 1980 and the inferred cause of extinction might be over 
hunting for the fox's fur. To verifying this extirpation history, other likely causes for population decline such as 
the ‘rat removal campaign’ and habitat fragmentation should be explored. And including   more kinds and 
longer time frame of newspapers and the other reports is planned. Also, we are planning comparative analysis of 
the other similarly sized mammals (raccoon dogs and badgers).
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